
心のはたらき
Psychology31208 中島　卓裕 基礎 2 選択 1・2前期

科目の概要
日常に関わる人たちの心の働きを知ることは必要不可欠です。そのため本講義では、人間の多様性を理解し、さまざまな場面のなかでの自我意識や
人間関係を構築できる思考や、人間関係のトラブルやストレス対応方法・レジリエンス能力を養成します。そこで、自己と他者のこころについて理
解を深めることを目指します。①心理学の基礎知識により心の働き機能を知る②自分（感情やモチベーションなど）を知る③他者や組織のことを知
り、人間関係の構築について理解する。④働くということ（援助要請力）についてさまざまな心理学の分野から検討します。内容はみなさんの様子
を見て進めますので、変更はあります。

学修内容 到達目標

① 心理学の歴史や応用などについて知る。
② 人間の心理に関する基礎的事項について学ぶ。
③ 幼少期から青年期まで心の変化と要因について学ぶ。
④ 多様な場面（仕事面や家族面など）での人間関係を築
く力を知る。
⑤ カウンセリング理論および技法について学ぶ。
⑥ 社会人基礎力を養成する。

① 心理学の歴史や応用などについて説明することができる。
② 人間の心理に関する基礎的事項を説明することができる。
③ 幼少期から青年期まで心の変化と要因につい説明すること
ができる。
④ 多様な場面（仕事面や家族面など）での人間関係を築く力
を身に着ける。
⑤ カウンセリング理論および技法を説明することができる
⑥ 社会人基礎力を養成する。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 興味を持つ問題に対して、調べ学習等の自発的な学習を行うことができる。

働きかけ力

実行力

他者に頼むこと、また他者と交渉し、協力・提携を持ち掛ける。

事例検討、グループ討議等の困難な課題にも粘り強く取り組むことができる。

考え抜
く力

課題発見力 普段の生活体験を客観的に捉える力と常に問題意識をもつことができる。

計画力

創造力

常に期限内に課題を完成させる習慣を身につけることができる。

オリジナリティな思考（発想）をもち、客観的な事例を多角的な説明ができる。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

聞き手にわかりやすく伝えることができる。 また、グループ討議の結果をクラス全体に
分かりやすく発表することができる。

発表者の意見を自分の立場に置き換え、発表者の意図を汲み取りながら聴くことができ
る。

異なる意見や価値観を理解や対応することができる。

グループ討議などの課題をメンバーと共有でき、現場状態を把握し、円滑に進める。

遅刻、無断欠席など学習意欲欠如をきたす行動をせず、授業が円滑に進行するようルール
を守ることができる。欠席した場合は欠席届を提出し、フォローレポート課題を行う。

ストレスに対応する方法を知っている。

テキスト及び参考文献

テキスト：使用しない。毎回授業内容のプリントを適宜配布する。
参考文献：『心理学理論と心理的支援』・弘文堂・2008年；福祉臨床シリーズ編集委員会編
　　　　　『よくわかる臨床心理学［改訂新版］』・ミネルヴァ書房・2009年；下山晴彦（著）

他科目との関連、資格との関連

ピアヘルパーと健康管理士一般指導員

学修上の助言 受講生とのルール

心理学の基礎知識を習得しながら、積極的に自分の現実生
活体験を理解することを念頭において授業に参加してほし
い。

・授業は集中して聞き，疑問点、質問がある場合は積極的に質問すること。
・６回以上の欠席は０判定となる。
・30分以上の遅刻は、２回で１回の欠席となる。
・授業態度が悪い場合（居眠り、私語、周囲に迷惑をかけ
　る行為等）はマイナス扱いとすることがある。
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【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

S：Ａの到達レベルに加え、社会人基礎力についても完璧
に習得なされている。

A：筆記試験、社会人基礎力、その他（課題）の評価方法
において、満遍なく習得なされており、期待され得る力が
発揮できる。

B：筆記試験、社会人基礎力、その他（課題）の3つの評価
方法において、満遍なくではないが、基本的な習得がなさ
れ、2つの評価方法においてある程度の力が発揮できる。
C：2つの評価方法において、最低限の習得がなされ、1つ
の評価方法において多少の力が発揮できる。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

① ⑥

0

②

③

④

⑤

筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

① ✓ ⑥

40

学修内容①～③が理解できているかどうかについて、基本的な定
義、概念、用語の理解等を問うテーマを出題し、評価する。

② ✓

③ ✓

④

⑤

小テスト

① ⑥

50

学修内容④～⑤が理解や応用できているかどうかについて、テーマ
を出題し、評価する。

②

③

④ ✓

⑤ ✓

レポート

① ⑥

0

②

③

④

⑤

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓ ⑥ ✓

10

①（規則性）遅刻、無断欠席など学習意欲欠如をきたす行動をせず、授業が円滑に進行するよう
ルールを守ることができる。欠席した場合は欠席届を提出し、フォローレポート課題を行う。
②（主体性）興味を持つ問題に対して、調べ学習等の自発的な学習を行うことができる。
③（実行力）事例検討、グループ討議等の困難な課題にも粘り強く取り組むことができる。
④（課題発見力）普段の生活体験を客観的に捉える力と常に問題意識をもつことができる。
⑤（創造力）オリジナリティな思考（発想）をもち、客観的な事例を多角的な説明ができる。
⑥（発信力）聞き手にわかりやすく伝えることができる。 また、グループ討議の結果をクラス
全体に分かりやすく発表することができる。
⑦（傾聴力）発表者の意見を自分の立場に置き換え、発表者の意図を汲み取りながら聴くことが
できる。

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

社会人基礎力
（学修態度）



B：筆記試験、社会人基礎力、その他（課題）の3つの評価
方法において、満遍なくではないが、基本的な習得がなさ
れ、2つの評価方法においてある程度の力が発揮できる。
C：2つの評価方法において、最低限の習得がなされ、1つ
の評価方法において多少の力が発揮できる。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

オリエンテーション
心理学の応用と臨床心
理の心得
内容について授業中に
質問しながら、フィー
ドバックしてもらう。

講義
ワーク
グループディスカッ
ション

心理学は様々な領域で
の応用について把握で
きる。日本の心理学学
習システムを知る。

復習：毎回授業内容に
ついて課題を提示す
る。（提出）

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

2

心理学の歴史と各領域
の連携
内容について授業中に
質問しながら、フィー
ドバックしてもらう。

講義
ワーク
グループディスカッ
ション

脳の機能と心理学につ
いて理解することが出
来る。

予習：毎回提示した課
題について各自参考文
献を読み込む。
復習：毎回授業内容に
ついて課題を提示す
る。（提出）

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

3

性格とパーソナリティ
内容について授業中に
質問しながら、フィー
ドバックしてもらう。

講義
ワーク
グループディスカッ
ション

個人の性格やパーソナ
リティについて理解す
ることが出来る。

予習：毎回提示した課
題について各自参考文
献を読み込む。
復習：毎回授業内容に
ついて課題を提示す
る。（提出）

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

4

感覚・知覚・記憶・動
機づけ
内容について授業中に
質問しながら、フィー
ドバックしてもらう。

講義
ワーク
グループディスカッ
ション

基礎心理学の様々な概
念について理解するこ
とが出来る。

予習：毎回提示した課
題について各自参考文
献を読み込む。
復習：毎回授業内容に
ついて課題を提示す
る。（提出）

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

5

発達心理学①
乳児期、幼児期、児童
期
内容について授業中に
質問しながら、フィー
ドバックしてもらう。

講義
ワーク
グループディスカッ
ション

妊娠や出産うつと発達
障害について理解する
ことが出来る。

予習：毎回提示した課
題について各自参考文
献を読み込む。
復習：毎回授業内容に
ついて課題を提示す
る。（提出）

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

6

発達心理学②
青年期、成年期、老年
期
内容について授業中に
質問しながら、フィー
ドバックしてもらう。

講義
ワーク
グループディスカッ
ション

成人から発達の段階に
ついて理解することが
出来る。

予習：毎回提示した課
題について各自参考文
献を読み込む。
復習：毎回授業内容に
ついて課題を提示す
る。（提出）

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

7

社会心理学
内容について授業中に
質問しながら、フィー
ドバックしてもらう。

講義
ワーク
グループディスカッ
ション

社会心理学全般につい
て理解することが出来
る。

予習：毎回提示した課
題について各自参考文
献を読み込む。
復習：毎回授業内容に
ついて課題を提示す
る。（提出）

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

産業心理学臨床
内容について授業中に
質問しながら、フィー
ドバックしてもらう。

講義
ワーク
グループディスカッ
ション

個人と職場・組織を支
援する臨床心理の関係
を理解することが出来
る。

予習：毎回提示した課
題について各自参考文
献を読み込む。
復習：毎回授業内容に
ついて課題を提示す
る。（提出）

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

精神医保健学
内容について授業中に
質問しながら、フィー
ドバックしてもらう。

講義
ワーク
グループディスカッ
ション

さまざまな精神疾患に
ついて理解することが
できる。

予習：毎回提示した課
題について各自参考文
献を読み込む。
復習：毎回授業内容に
ついて課題を提示す
る。（提出）

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

10

臨床心理学・心理検査
内容について授業中に
質問しながら、フィー
ドバックしてもらう。

講義
ワーク
グループディスカッ
ション

心理検査について理解
できることができる。

予習：毎回提示した課
題について各自参考文
献を読み込む。
復習：毎回授業内容に
ついて課題を提示す
る。（提出）

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

11

臨床心理療法・一般的
に知られる心理療法
精神分析など心理療法
の説明よる人間の「働
きかけ力」の出方やコ
ントロールも育つ。
内容について授業中に
質問しながら、フィー
ドバックしてもらう。

講義
ワーク

精神分析、認知行動療
法、家族療法などにつ
いて理解することが出
来る。

予習：毎回提示した課
題について各自参考文
献を読み込む。
復習：毎回授業内容に
ついて課題を提示す
る。（提出）

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

12

臨床心理療法・日本で
生まれた心理療法
日本の内観療法によ
る、自己発見能力や自
我の柔軟性について育
つ。
内容について授業中に
質問しながら、フィー
ドバックしてもらう。

講義
ワーク
グループディスカッ
ション

内観療法・森田療法な
どについて理解するこ
とが出来る。

予習：毎回提示した課
題について各自参考文
献を読み込む。
復習：毎回授業内容に
ついて課題を提示す
る。（提出）

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

13

臨床心理療法・様々なポ
ストモダン心理療法
ポストモダン理論の説明
による、異なる意見や価
値観を理解や対応するこ
とがわかるように育つ。
内容について授業中に質
問しながら、フィード
バックしてもらう。

講義
ワーク
グループディスカッ
ション

ナラティヴセラピー・
アートセラピー・箱庭
療法などの内容につい
て理解することができ
る。

予習：毎回提示した課
題について各自参考文
献を読み込む。
復習：毎回授業内容に
ついて課題を提示す
る。（提出）

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

14

臨床心理学・心理危機
の対応、自殺予防
危機理論や臨床の説明
による、人間のストレ
スコントロール能力を
育つ。
内容について授業中に
質問しながら、フィー
ドバックしてもらう。

講義
ワーク
グループディスカッ
ション

心理危機や自殺予防に
ついて理解することが
出来る。

予習：毎回提示した課
題について各自参考文
献を読み込む。
復習：毎回授業内容に
ついて課題を提示す
る。（提出）

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

全体の振り返りとまと
め
内容について授業中に
質問しながら、フィー
ドバックしてもらう。

講義
ワーク
グループディスカッ
ション

まとめと小テスト
まとめ質問回答
小テストをきちんと回
答している

予習：毎回提示した課
題について各自参考文
献を読み込む。
復習：毎回授業内容に
ついて課題を提示す
る。（提出）

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性


